
第二次鹿児島市生物多様性地域戦略に基づく令和４年度実績状況

基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

森林整備計画に基づく森林の保護育成

・万之瀬川流域森林（下刈：15.35ha）
・甲突川、稲荷川流域森林（間伐：29.69ha）
・市有林、分収林（間伐：11.90ha）
・その他（植林：29.96ha、下刈：111.04ha）
・治山事業による森林保全

生産流通課

再造林の推進 ・造林事業主への助成（植林：29.96ha） 生産流通課

急傾斜地の植生保全 ・急傾斜地崩壊防止工事に伴う植生 河川港湾課

人工林の定期的な伐採と再造林の促進 実績なし 生産流通課

二次林の天然更新の促進 実績なし 生産流通課

かごしまエコファンドのクレジットの活用推進 ・本市クレジットの周知広報、販売促進 環境政策課

企業及び団体と連携した森林整備
・所有者と企業等との森林管理の協定締結の推進
・企業やボランティア団体が実施する森林活動に対して推進

生産流通課

林業の担い手の育成 ・社会保険等への助成 生産流通課

鳥獣被害防止計画に基づく被害防止対策の推進

・電気柵等の設置(209基)
・猟友会等への捕獲に対する支援（2682頭羽）
・わな猟免許取得助成（5名）
・被害対策の研修会（5回）

生産流通課

・公共施設への木製品の整備 生産流通課

 ・竹産業振興センターの管理運営・竹工芸技能者育成講座 産業支援課

「遊べる森」「恵みの森」としての活用促進 実績なし 環境保全課、生産流通課

寺山炭窯跡災害復旧事業
・市内の中学、大学で育てたどんぐり苗を地域の人々の手で寺山の森へ植樹。
・炭窯本体の復旧工事に伴う現地説明会の実施（寺山の自然を学ぶテーマも併せて実
施）

文化財課

・中山間地域等直接支払事業（135.4ha） 農政総務課

実績なし 生産流通課

・農村環境の良好な保全に資する活動を行う組織に多面的機能支払交付金により支
援

農地整備課

生物多様性を高めることに配慮した農地整備の推進 ・環境基盤（遊歩道）の整備 農地整備課

・環境保全効果の高い営農への支援（交付金2,208千円）
・防虫資材等の導入助成（補助金：4,461千円）

生産流通課

・米ぬかを用いた土壌還元消毒の実証 都市農業センター

遮光資材等を活用した実証栽培 ・青天張による高温対策試験 都市農業センター

農業担い手の育成 ・認定農業者制度の推進（173経営体） 農政総務課

地域ぐるみでの生産活動継続支援
（再掲）
・中山間地域等直接支払事業(135.4ha)

農政総務課

話し合いを通じた農地の利用促進

・人・農地プランの実質化など地域での話し合い活動の推進
・農地の貸借への助成（41.7ha）
・遊休農地バンクの運営
・遊休農地の開墾経費への助成（0.28ha）
・農地中間管理機構集積協力金交付事業

農政総務課

鳥獣被害防止計画に基づく被害防止対策の推進

（再掲）
・電気柵等の設置(209基)
・猟友会等への捕獲に対する支援（2682頭羽）
・わな猟免許取得助成（5名）
・被害対策の研修会（5回）

生産流通課

4 農業の生産環境の保全
農業生産活動の継続と、農地の利用促
進を図ることにより、生物多様性の保全
に繋げます。

基本目標

森林の連続性の確保

既存の森林を保全するために、伐採後
の再造林を推進します。また、台地の斜
面等に残る樹林を保全し、森林の連続
性を確保します。

b 農村地域

生物多様性に配慮した農業の推進

基本施策

1

2

3
環境にやさしい農業や農地整備を推進
し、生物多様性の保全に努めます。

木材や林産品の活用

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する計画に基
づく管理の推進

環境保全型農業の推進、実証試験

a 森林地域（天然
林・人工林）〔いわゆ
る里山を含む〕

森林の保全と管理

二次林は、シイ、タブ、カシなどの自然度
が高い樹林として維持し、天然更新（萌
芽林維持型または巨木林遷移型の管
理）が行われる森を目指します。
スギ・ヒノキなどの針葉樹の人工林は、
森林の多面的機能を持続的に発揮でき
るよう、間伐や再造林、択伐による複層
林化など適正な管理を推進します。

(1)生きものの生息・生育の
場を守り育む

基本方針１
生物多様性を支
える自然環境の

保全・育成



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

借上げ公園等の整備推進
・民有地の借上げや市有地の有効活用等による公園整備(予定なし）
・武岡公園整備事業の推進

公園緑化課

街路樹、公園樹の管理・育成

・街路樹及び花壇の維持管理
（街路樹維持管理業務委託：24件、花壇の維持管理業務委託：13件）
・街路樹の整備改良：小松原山田線ほか4線
・街路樹隆起根等処理：要望があった箇所に対応

公園緑化課

市電軌道敷緑化の維持保全
・道路併用軌道区間の軌道敷緑化の維持管理
・電停部緑化の維持管理

公園緑化課

屋上緑化・壁面緑化の推進
・民間建築物の屋上緑化、壁面緑化への助成（1件、12.0㎡）
・公共施設の屋上や壁面緑化の実施（見送り）

公園緑化課

植生誘導マットなどを活用した法面等の植栽 ・道路改良（古屋敷草野線ほか5線：1,411㎡） 道路建設課、谷山建設課

街路樹や植栽帯等による生態系ネットワークづくりの検討

（再掲）
・街路樹及び花壇の維持管理
（街路樹維持管理業務委託：24件、花壇の維持管理業務委託：13件）
（再掲）
・街路樹の整備改良：小松原山田線ほか4線

公園緑化課

市民・事業者等との協働による緑化活動の促進

・町内会等への花苗配布（花苗配布団体数：183）
・フラワー・パートナーによる花壇の維持管理の運用
・公園愛護清掃団体による公園の維持管理（公園愛護清掃団体数：187）
・地域コミュニティによる公園の維持管理（地域コミュニティ団体数：12）
・歩道緑地管理団体による緑地の維持管理（歩道緑地管理団体数：164）
・グリーンバンク制度の運用

公園緑化課

市民・事業者向け生物多様性保全の手引きの作成と普及 ・市民・事業者向け生物多様性保全の手引きの検討 環境保全課

・未来館講座「家庭でできるビオトープガーデニング！」の開催 かごしま環境未来館

・ガイドブック「楽しいビオトープ」の配布 環境保全課

花いっぱい運動
・花の種を市内関係機関に配布予定。
・国体推奨花種子袋：２，０００袋

国体総務課

河川改修等における多自然川づくりの検討 実績なし 河川港湾課

河川における環境型ブロックの設置など環境に配慮した工
法の検討および施工箇所の維持管理

・環境型ブロックの設置（吉水川）
・準用河川等の維持管理

河川港湾課

継続的な水質調査の実施
・河川、地下水の水質調査の実施
・水生生物の保全に係る環境基準に関する調査

環境保全課

事業所等の排水の継続的な指導
・事業場の排水監視の実施
・ゴルフ場排水の監視

環境保全課

公共下水道の整備や合併処理浄化槽の普及等
・公共下水道の整備や合併処理浄化槽の普及
・地域下水道等の施設の適正な維持管理

環境保全課、下水道建設課、南部清掃工場

自然護岸や瀬淵のある河川域など生物多様性の維持に有
効な場所の抽出

実績なし 環境保全課

生物多様性の高い地域の周知や保全スポットとしての選定
の検討

・生物多様性保全スポットの検討 環境保全課

c 都市地域

協働による緑化活動の促進

市民や事業者などとの協働による緑化
活動の仕組みづくりを進め、緑の保全と
創出に取り組むことにより、花と緑で彩る
まちづくりを推進します。

5

6

d 河川や湖沼等

生物多様性を高めることに配慮した
水辺づくり

生物多様性に配慮した河川や湖沼など
の水域を整備するとともに、生物多様性
の維持に配慮した管理を進めます。

河川域の水質保全
生きものの生息・生育環境に適した河川
域および湖沼の水質を維持・保全しま
す。

多様な自然が残る水域の把握
生きものの生息・生育に適した水域を把
握し、保全します。

7

8

9

身近な緑の育成・創出

公園緑地の調和のとれた配置・拡充や
街路樹等の緑の保全・育成などに取り組
み、身近な緑の育成・創出と連続性の確
保を図ります。

ビオトープの普及

基本施策基本目標

基本方針１
生物多様性を支
える自然環境の

保全・育成

(1)生きものの生息・生育の
場を守り育む



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

生物多様性の維持・向上につながる海域の把握 実績なし 環境保全課

・磯海岸の清掃（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 環境保全課

・小池海岸の清掃 桜島支所桜島総務市民課、桜島支所東桜島総務市民課

・喜入地域の海岸清掃（喜入海岸、前之浜海岸、生見海岸） 喜入支所総務市民課

・レインボービーチの清掃 観光振興課

・漂着ゴミの回収 資源政策課、廃棄物指導課、スポーツ課

藻場の保全、再生 ・ヒジキ苗等設置への助成 生産流通課

事業所等の排水の継続的な指導（再掲）
・事業場の排水監視の実施
・ゴルフ場排水の監視

環境保全課

放養量、給餌量の適正化の指導・啓発 ・県の魚類養殖指導指針に基づく指導 生産流通課

自然公園としての適正な管理の実施 ・自然公園法に基づく許可申請の受理及び県への進達 環境保全課

松枯れ対策の推進 ・松くい虫の航空防除等の実施 生産流通課

桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会等関係機関と連携した
保全の推進

・桜島・錦江湾ジオパークジオ資源保全会議の開催 世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課、環境保全課

森林整備計画に基づく森林の保護育成

・万之瀬川流域森林（下刈：15.35ha）
・甲突川、稲荷川流域森林（間伐：29.69ha）
・市有林、分収林（間伐：11.90ha）
・その他（植林：29.96ha、下刈：111.04ha）
・治山事業による森林保全

生産流通課

再造林の推進 ・造林事業主への助成（植林：29.96ha） 生産流通課

急傾斜地の植生保全 ・急傾斜地崩壊防止工事に伴う植生 河川港湾課

・中山間地域等直接支払事業（135.4ha） 農政総務課

実績なし 生産流通課

・農村環境の良好な保全に資する活動を行う組織に多面的機能支払交付金により支
援

農地整備課

生物多様性を高めることに配慮した農地整備の推進 ・環境基盤（遊歩道）の整備 農地整備課

・環境保全効果の高い営農への支援（交付金2,208千円）
・防虫資材等の導入助成（補助金：4,461千円）

生産流通課

・米ぬかを用いた土壌還元消毒の実証 都市農業センター

遮光資材等を活用した実証栽培 ・青天張による高温対策試験 都市農業センター

都市公園等の整備推進
・民有地の借上げや市有地の有効活用等による公園整備(予定なし）
・武岡公園整備事業の推進

公園緑化課

街路樹、公園樹の管理・育成
・街路樹及び花壇の維持管理
（街路樹維持管理業務委託：24件、花壇の維持管理業務委託：13件）
・街路樹の整備改良：小松原山田線ほか4線

公園緑化課

市電軌道敷緑化の維持保全
・道路併用軌道区間の軌道敷緑化の維持管理
・電停部緑化の維持管理

公園緑化課

屋上緑化・壁面緑化の推進
・民間建築物の屋上緑化、壁面緑化への助成（1件、12.0㎡）
・公共施設の屋上や壁面緑化の実施（見送り）

公園緑化課

植生誘導マットなどを活用した法面等の植栽 ・道路改良（古屋敷草野線ほか5線：1,411㎡） 道路建設課、谷山建設課

街路樹や植栽帯等による生態系ネットワークづくりの検討

（再掲）
・街路樹及び花壇の維持管理
（街路樹維持管理業務委託：24件、花壇の維持管理業務委託：13件）
（再掲）
・街路樹の整備改良：小松原山田線ほか4線

公園緑化課

河川改修等における多自然川づくりの検討 実績なし 河川港湾課、道路建設課、谷山建設課

河川における環境型ブロックの設置など環境に配慮した工
法の検討及び施工箇所の維持管理

・環境型ブロックの設置（吉水川）
・準用河川等の維持管理

河川港湾課

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する計画に基
づく管理の推進

火山環境の適正な維持・保全
鹿児島の特有の自然環境として維持・管
理します。

環境保全型農業の推進、実証試験

13

14

15

16
生物多様性を高めることに配慮した水
辺づくり（再掲）

生物多様性に配慮した河川や湖沼などの水
域を整備するとともに、生物多様性の維持
に配慮した管理を進めます。

森林の連続性の確保（再掲）

既存の森林を保全するために、伐採後
の再造林を推進します。また、台地の斜
面等に残る樹林を保全し、森林の連続
性を確保します。

生物多様性に配慮した農業の推進
（再掲）

環境にやさしい農業や農地整備を推進
し、生物多様性の保全に努めます。

身近な緑の育成・創出（再掲）

公園緑地の調和のとれた配置・拡充や
街路樹等の緑の保全・育成などに取り組
み、身近な緑の育成・創出と連続性の確
保を図ります。

10

11

e 沿岸・海域

海域の水質保全
生きものの生息・生育環境に適した海域
の水質を維持・保全します。

自然性の高い場所の保全

自然海岸・河口干潟・藻場など生物多様
性の維持・向上につながる水域を保全
し、沿岸・海域の生物多様性の向上を図
ります。

海岸等の清掃

基本目標 基本施策

(1)生きものの生息・生育の
場を守り育む

基本方針１
生物多様性を支
える自然環境の

保全・育成

f 桜島（火山）地域

(2)生態系をつなげ機能を高める

12



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

自然公園法に基づく桜島の自然環境の保全
（再掲）
・自然公園法に基づく許可申請の受理及び県への進達

環境保全課

保存樹、自然環境保護地区の適正な管理
・市指定保存樹等の保護
　保存樹（42本）、保存樹林（12ヶ所）、景観重要樹木（3本）
・自然環境保護地区の保護・管理

環境保全課、都市景観課

・ウミガメの捕獲及び卵の採取の規制
・ウミガメ上陸海岸の保全
・喜入地域海岸パトロールの実施
・ウミガメの産卵確認箇所に保護柵の設置（産卵確認３箇所）

環境保全課、喜入支所総務市民課、

・「新島利活用策」の再検討
・ホームページやマップ等による情報の発信

観光プロモーション課

天然記念物の保全
・喜入のリュウキュウコウガイ産地の保存管理
　再生整備活用検討委員会での協議をもとに、水質・底質検査等の実施

文化財課

生物多様性保全スポットの指定と適正な管理及び活用
（再掲）
・生物多様性保全スポットの検討

環境保全課

かごしま自然百選や自然遊歩道等の周知と活用

・かごしま自然百選ガイドブックの配布
・自然遊歩道イラストマップの配布
・市民のひろばでの広報
・かごしま環境未来館講座「かごしま自然百選バスツアー」

環境保全課

・動物園における種の保存を目的とする世界的なイベントへの参加
・動物園での希少動物の飼育展示
・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示
・水族館での希少動物の飼育展示
・水族館での希少動物の生態解明に関する調査の実施

観光振興課（動物園、水族館）

・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示
・市民生きもの調査による情報収集

環境保全課

・「世界ペンギンの日」等10日間実施
・飼育係のお話（毎月）
・飼育の日
・サマースクール（小学生）
・大人のための飼育体験教室（高校生以上）
・飼育体験教室（小学生以上）
・野鳥観察会
・動物公園ふしぎ探検隊
・ねんどで動物をつくろう
・羊毛工作教室
・動物の鳴き声クイズ大会
・巣箱づくり教室
・国際博物館の日イベント
・愛鳥週間イベント
・にくの日イベント（29日）
・動物愛護児童作文コンクール
・1日園長
・動物慰霊祭
・えさ作り・えさやり体験
・五位野川生き物観察会
・ボルネオ保全ワークショップ「ボルネオって知ってる？」
・地球環境ミニシンポジウム

観光振興課（動物園）

・来館者特典での触れ合い体験および間近観察の実施(水族館)
・ワクワクきびなご塾
・いおっ子海っ子体験塾
・水族館アクアラボ
・特別企画展
・いおの日イベント
・生きもの講座
・SDGsクイズラリー
・4園館合同企画「私たちが守るウミガメのふるさと」
・鹿児島のサメを調べる～サメの解剖教室
・自由研究応援イベント
・SDGsパネル展示
・ジンベエザメの食事をまじかで見よう
・トワイライトアクアリウム
・バックヤード一般公開
・ピラルクーに餌やり体験
・かごしま水族館ガイドツアー
・紙粘土で生きものを作ろう
・サンゴ繫殖センター
・ウミウシ研究所
・体験！一日飼育係

観光振興課（水族館）

・生物多様性ワークショップの開催
・ウミガメ講座の開催

環境保全課

希少野生動植物などの生息・生育地や繁殖地などの環境
の創出と保全
（ウミガメ、ウチヤマセンニュウなど）

貴重な生きもの等についての情報の収集・発信

18

17

生態系や生きものの価値の共有

希少野生動植物やそれらが生息す
る環境、生物多様性の高い地域の
保全

法令や既存の制度で定められた希少野
生動植物やそれらが生息する環境、生
物多様性の高い地域を保全します。

貴重な生きもの等に触れる機会の提供

本市の素晴らしい自然や貴重な生きも
のなどについて、情報収集するとともに、
広く周知することにより、市民等とその価
値を共有します。

基本目標 基本施策

(3)親しまれている自然や貴重な生きものを保全
する

基本方針１
生物多様性を支
える自然環境の

保全・育成



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

ペットの適正飼養の啓発 ・広報紙やホームページでの啓発 生活衛生課

外来種の適正な管理や駆除などに関する広報啓発
・オオキンケイギクのポスター掲示、市民のひろば等での広報
・ハイイロゴケグモ情報の提供依頼、ホームページ、市民のひろばでの注意喚起
・メリケントキンソウの注意喚起

環境保全課

外来種の侵入状況の情報収集
・アライグマ情報の提供依頼
・ヒアリ情報の提供依頼

環境保全課

・侵略的外来種（モウソウチク、トウチク、ハヤトウリ）の駆除（城山公園） 公園緑化課

・地域まるごと共育講座におけるオオクチバス、ブルーギルの駆除（松元ダム）
※令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響で中止

かごしま環境未来館

不快害虫のうち、外来種であるヤンバルトサカヤスデの駆
除や忌避のための取組実施

・ヤンバルトサカヤスデの駆除 環境衛生課

廃棄物の監視指導体制の強化
・監視パトロールによる未然防止
・不法投棄多発箇所の重点監視

廃棄物指導課

・まち美化活動支援 廃棄物指導課

・まち美化推進団体の認定（２５４団体） 環境衛生課

家畜ふん尿処理施設等の整備
・家畜排せつ物処理施設等の整備
　堆肥舎：1棟、堆肥処理機械：1台、堆肥活用機械：1台　（補助金：5,964千円）

生産流通課

ワンウェイプラスチックの排出抑制
・市HPにおける無料給水施設の情報掲載
・市有施設自動販売機での環境配慮製品の推奨
・使い捨てプラスチック削減の意識啓発に係るワークショップ等の実施

資源政策課

海洋プラスチック問題に対する意識啓発 ・海洋ごみの現状を把握するフィールドワークの実施 資源政策課

農業用廃プラスチック類の適正処理の促進 ・農業用廃プラスチック類の回収 生産流通課

化学合成農薬、化学肥料等の適正使用及び指導 ・農作物栽培暦、防除暦の作成、生産者へ化学肥料等の適正使用の指導 生産流通課

化学物質等の影響等の情報収集と発信
・化学物質の環境排出量の集計・公表
・「かんたん化学物質ガイド（環境省作成）」の配布

環境保全課

24
大気環境、水環境、土壌環境保全
のための規制及び指導

生きものが暮らせる環境を維持するため
の大気環境、水環境、土壌環境を保全
するため、環境の監視、規制、指導を進
めます。

公害関係法令等による規制、指導の実施

【大気環境の保全】
　・大気汚染状況の常時監視（７測定局）
　・工場・事業場のばい煙などの排出対策の推進
　・アスベスト対策の推進
【水環境の保全】
　・河川、地下水の水質調査の実施
　・水生生物の保全に係る環境基準に関する調査
　・水生生物調査
　・事業場の排水監視の実施
　・ゴルフ場排水の監視
【土壌環境の保全】
　・土壌汚染対策の推進

環境保全課

25
ゼロカーボンシティかごしま推進計
画の推進

2050 年にCO2 排出実質ゼロを目指した
ゼロカーボンシティかごしま推進計画の
推進により、地球温暖化による生態系へ
の影響に対し、緩和・適応します。

計画に沿った地球温暖化対策の推進 ・ゼロカーボンシティかごしま推進計画に基づく各種施策や取組の推進 環境政策課

気候変動による生態系や生物種への影響の情報の収集
・環境アドバイザーとの意見交換
・気候情報連絡会（鹿児島地方気象台開催）への参加
・気候変動イニシアティブへの参加

環境政策課

啓発イベントや研修会、影響の状況などの情報発信
・未来館講座「未来を考える天気のヒミツ」の開催
・未来館講座「わたしたちの大切なミツバチのおはなし」の開催

かごしま環境未来館

特定外来種等の駆除事業やイベントの実施本市の生態系に影響を与える外来種に
ついては、可能な限り駆除を実施しま
す。

26

19

20

21

22

気候変動による生態系や生きもの
への影響の情報収集・発信

気候変動による生態系や生きものへの
影響について情報を収集しながら、対策
などともあわせて市民や事業者への発
信を進めます。

23

プラスチック資源循環の取組の推
進

環境美化活動の推進

外来種についての普及啓発
外来種の特徴や発生する仕組み、その
影響、対応などについて周知します。

生態系に影響を与える外来種の駆
除の実施

廃棄物の適正処理
廃棄物の適正処理の指導・啓発を徹底
するとともに、清掃美化活動を推進しま
す。

使い捨てプラスチック製品などの排出抑
制や海洋プラスチック問題などへの意識
啓発を行います。

化学物質等の適正な使用及び管理
化学物質が生きものに与える影響等に
ついて情報収集するとともに、適正な使
用や管理を促進します。

基本目標 基本施策

基本方針１
生物多様性を支
える自然環境の

保全・育成

(4)生物多様性へ影響を与
える要因を取り除く

a 外来種（移入種）
の侵入拡大の防止

c 地球温暖化・ヒート
アイランド現象の防
止

b 環境汚染（不法投
棄や化学物質拡散）
の防止



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

生物多様性学習教材「かごしま生きものラボ」及び副読本の活用促進
・市教育委員会理科部会での周知
・小学校３、４年生へのチラシ配布
・授業等における活用例の配布

環境保全課

学校などでの生物多様性についての学習の推進
・環境教育指導資料等の活用促進
・プールの生き物観察会の実施

学校教育課、小中学校

・出前授業「生きもののキ・モ・チ」
・甲突川リバーフェスティバルの開催

かごしま環境未来館

・講師派遣 学校教育課

・未来館登録団体への支援 かごしま環境未来館

・市民活動団体等の企画提案に基づく生物多様性保全活動の推進 環境保全課

・環境教育研修の情報提供 学校教育課

・水族館での研修プログラムの提供 観光振興課（水族館）

・動物公園での研修プログラムの提供 観光振興課（動物公園）

・環境未来館講座「環境学習セミナ～楽しいノウハウ伝授します～」の開催 かごしま環境未来館

人材バンクの整備 ・人材バンクの整備の検討 環境保全課、かごしま環境未来館

優良な取組を実践する団体や事業所の紹介や表彰などの実施 ・生物多様性保全の取組を行っている団体や事業所等の情報収集 環境保全課

・講師派遣事業の実施 かごしま環境未来館

・生物多様性に関する専門家の情報収集 環境保全課

生物多様性地域連携保全活動支援センターの設置・運営 ・生物多様性地域連携保全活動支援センターの設置の検討 環境保全課

市民や市民活動団体等からの提案・意見を反映できる仕組みの整備 ・市民や市民活動団体等からの提案・意見を反映できる仕組みの検討 環境保全課

生物多様性自治体ネットワークへの参加
・生物多様性自治体ネットワーク幹事会、総会への参加
・専門部会（広報啓発部会）への参加

環境保全課

市民、市民活動団体、事業者等との連携による取組の推進
（再掲）
・市民活動団体等の企画提案に基づく生物多様性保全活動の推進

環境保全課

錦江湾奥会議への参加 ・錦江湾奥会議への参加 環境保全課

かごしま環境未来館による取組の推進 ・3園館（平川動物公園、かごしま水族館、くすの木自然館）との連携 かごしま環境未来館

農業担い手の育成 ・認定農業者制度の推進（173経営体） 農政総務課

地域ぐるみでの生産活動継続支援 ・中山間地域等直接支払事業（135.4ha） 農政総務課

話し合いを通じた農地の利用促進

・人・農地プランの実質化など地域での話し合い活動の推進
・農地の貸借への助成（41.7ha）
・遊休農地バンクの運営
・遊休農地の開墾経費への助成（0.28ha）
・農地中間管理機構集積協力金交付事業

農政総務課

鳥獣被害防止計画に基づく防除被害防止対策の推進

・電気柵等の設置(209基)
・猟友会等への捕獲に対する支援（2682頭羽）
・わな猟免許取得助成（5名）
・被害対策の研修会（5回）

生産流通課

市民・事業者等との協働による緑化活動の促進

・町内会等への花苗配布（花苗配布団体数：183）
・フラワー・パートナーによる花壇の維持管理の運用
・公園愛護清掃団体による公園の維持管理（公園愛護清掃団体数：187）
・地域コミュニティによる公園の維持管理（地域コミュニティ団体数：12）
・歩道緑地管理団体による緑地の維持管理（歩道緑地管理団体数：164）
・グリーンバンク制度の運用

公園緑化課

市民・事業者向け生物多様性保全の手引きの作成と普及 ・市民・事業者向け生物多様性保全の手引きの検討 環境保全課

・未来館講座「家庭でできるビオトープガーデニング！」の開催 かごしま環境未来館

・ガイドブック「楽しいビオトープ」の配布 環境保全課

花いっぱい運動
・花の種を市内関係機関に配布。
　国体推奨花種子袋：２，０００袋

国体総務課

基本方針２
生物多様性を支
える活動の促進

生物多様性についての講座等の実施や講師の派遣

教員などを対象とした研修の実施

協働による緑化活動の促進
（再掲）

市民や事業者などとの協働による
緑化活動の仕組みづくりを進め、緑
の保全と創出に取り組むことによ
り、花と緑で彩るまちづくりを推進し
ます。

ビオトープの普及

生物多様性に関する講座の実施や
教材の提供等を通じて、多くの主体
が生物多様性について学べる機会
を提供します。

環境学習・環境教育、体験活動等を
支える人材を育むとともに、生物多
様性について理解し行動する人を
育みます。

さまざまな主体の連携による取組を
促進する仕組みを構築します。

農業生産活動の継続と、農地の利
用促進を図ることにより、生物多様
性の保全に繋げます。

自然体験活動や親水活動を推進する人材や団体の育成

専門家等の紹介や人材の派遣

生物多様性保全のための活動の支
援

連携・協働による取組の推進

他自治体や、市民、事業者、市民活
動団体等と連携・協働し、生物多様
性を高めるための取組を推進しま
す。

基本目標

連携のための仕組みの構築

農業の生産環境の保全
（再掲）

学べる機会の提供

人材の育成

(2)連携・協働により取り組む

基本施策

27

28

30

32

33

(1)行動する人を育む

29

31

生物多様性の保全につながる活動
を行っている市民や団体、事業者な
どの活動を支援します。



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

市民参加による生きもの調査の実施 ・市民生きもの調査の周知広報 環境保全課

保全活動やイベント情報などの収集 ・ホームページやチラシ等による情報収集 環境保全課

希少種、外来種を含む生きものの分布に関する情報の収集
（再掲）・市民生きもの調査の周知広報
・環境省や県からの情報提供による情報の収集

環境保全課

収集した情報のデータベース化 ・データベースの検討 環境保全課

かごしま自然百選や自然遊歩道等の周知と活用

・かごしま自然百選ガイドブックの配布
・自然遊歩道イラストマップの配布
・市民のひろばでの広報
・かごしま環境未来館講座「かごしま自然百選バスツアー」

環境保全課

・動物園における種の保存を目的とする世界的なイベントへの参加
・動物園での希少動物の飼育展示
・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示
・水族館での希少動物の飼育展示
・水族館での希少動物の生態解明に関する調査の実施

観光振興課（動物園、水族館）

・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示
・市民生きもの調査による情報収集

環境保全課

・「世界ペンギンの日」等10日間実施
・飼育係のお話（毎月）
・飼育の日
・サマースクール（小学生）
・大人のための飼育体験教室（高校生以上）
・飼育体験教室（小学生以上）
・野鳥観察会
・動物公園ふしぎ探検隊
・ねんどで動物をつくろう
・羊毛工作教室
・動物の鳴き声クイズ大会
・巣箱づくり教室
・国際博物館の日イベント
・愛鳥週間イベント
・にくの日イベント（29日）
・動物愛護児童作文コンクール
・1日園長
・動物慰霊祭
・えさ作り・えさやり体験
・五位野川生き物観察会
・ボルネオ保全ワークショップ「ボルネオって知ってる？」
・地球環境ミニシンポジウム

観光振興課（動物園）

・来館者特典での触れ合い体験および間近観察の実施(水族館)
・ワクワクきびなご塾
・いおっ子海っ子体験塾
・水族館アクアラボ
・特別企画展
・いおの日イベント
・生きもの講座
・SDGsクイズラリー
・4園館合同企画「私たちが守るウミガメのふるさと」
・鹿児島のサメを調べる～サメの解剖教室
・自由研究応援イベント
・SDGsパネル展示
・ジンベエザメの食事をまじかで見よう
・トワイライトアクアリウム
・バックヤード一般公開
・ピラルクーに餌やり体験
・かごしま水族館ガイドツアー
・紙粘土で生きものを作ろう
・サンゴ繫殖センター
・ウミウシ研究所
・体験！一日飼育係

観光振興課（水族館）

（再掲）
・生物多様性ワークショップの開催
・ウミガメ講座の開催

環境保全課

基本方針２
生物多様性を支
える活動の促進

(3)情報を集積し発信する

基本目標

生物多様性に関する情報の集積

基本施策

生きものや生態系の現況、保全活
動やイベントなどの情報、活動に関
する技術など、生物多様性に関す
る情報を一元的に集積します。

34

35

貴重な生きもの等についての情報の収集・発信

貴重な生きもの等に触れる機会の提供

本市の素晴らしい自然や貴重な生
きものなどについて、情報収集する
とともに、広く周知することにより、
市民等とその価値を共有します。

生態系や生きものの価値の共有
（再掲）



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

野生生物の生態や共存の方法等の周知
・野生生物の対処方法に関するチラシの配布やホームページへの掲出
・市内小学校、市立保育園、市立幼稚園への周知

環境保全課

・環境未来館内での施設展示 かごしま環境未来館

・生物多様性保全につながる環境ラベル等の情報収集 環境保全課

国際生物多様性の日を契機とした普及啓発事業の展開
・普及啓発チラシの作成
・生物多様性パネル展の開催

環境保全課

生物多様性の保全に関する活動・研究発表会の開催

【地域まるごと共育講座】
・松元ダム外来魚駆除体験
 令和4年度は新型コロナウイルス感染症の影響で中止
・夏の「岳の池」生きもの観察会
・絶滅危惧種ハクセンシオマネキのすむ干潟を調べよう
・里海探検隊！～海のアマモと生き物観察～
・石橋記念公園探鳥会
【環境活動発表交流会内での事例発表】

かごしま環境未来館

生物多様性に関するイベント等の情報の一元発信 ・生物多様性に関するイベント等の情報の一元発信の検討 環境保全課

インターネット環境を利用した情報発信（SNSの活用等） ・かごしま生きものラボインスタグラム、Facebookの管理運営 環境保全課

生物多様性学習教材「かごしま生きものラボ」を活用した情報発信 ・「生きものクイズ」の掲載やかごしま自然百選の紹介 環境保全課

学校等教育機関向けの情報発信 ・「かごしま生きものラボ」ウェブサイト等の活用例の周知 環境保全課

普及啓発ツールの作成 ・普及啓発ツールの検討 環境保全課

・自然や生き物に関する図書の配置及び企画展の開催 図書館

・環境未来館の環境図書カフェの運営 かごしま環境未来館

基本目標 基本施策

基本方針２
生物多様性を支
える活動の促進

(3)情報を集積し発信する

生物多様性関連図書の整備

集積した情報を市民などに分かりや
すく提供し、自然とのふれあいや生
物多様性に関する理解の促進を図
ります。

生物多様性に関する情報の発信36

生物多様性保全につながる環境ラベル等の周知



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

【自然遊歩道の利用促進】
　自然遊歩道イラストマップの配布

環境保全課

【かごしま環境未来館講座】
　・甲突川いきものウォッチング
　・自然遊歩道めぐり（寺山自然遊歩道）
　・光に集まる海の生きもの観察会
【甲突川リバーフェスティバル】
　・甲突川生き物観察会
【地域まるごと共育講座】
　・夏の岳の池生きもの観察会
　・里山でスケッチ
　・松元ダム外来魚駆除体験
　　※令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響で中止
　・植栽体験・樹林散策
　・アマモ苗植付け体験
　・野鳥観察会
【グリーンファームでの体験学習】

かごしま環境未来館

【桜島・錦江湾ジオパーク活動の推進】
　・ジオツアー（2回）、ジオ講座（17回）等の開催
【観光農業公園による自然体験】
　・ネイチャーゲーム（通年）
　・農業体験（通年）
【グリーン・ツーリズムの推進】
　・農家民宿・農家民泊の利用促進
　・農作業体験等学習の支援
　・棚田保全支援（１団体、300千円）
　・グリーンツーリズム日帰り体験ツアー
　・ガイドブックの発行
　・漁業体験イベント

世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課

・親子植物採集 鴨池公民館

・親子で楽しむ植物採集 城西公民館

・親子植物採集教室 谷山市民会館

・ファミリー農園 吉野公民館

・親子で川の生き物さがし
・親子で魚釣り

伊敷公民館

・田上川調べ歩き
・親子で植物採集

武・田上公民館

・桜島や身の回りの環境、生き物に関する本の展示・貸出
・新島たんけんGO
・桜島カヌー教室
・小中学生の新島たんけん
・桜島ジオサイトめぐり～秋冬編～

桜島公民館

・親子アウトドア
・シニア健康ウォーキング

松元公民館

・ジュニア八重大学～昆虫教室編～
・ジュニア八重大学～川遊び編～

郡山公民館

・みんな集まれ！子ども塾～旧麓探索（水路遊び）～ 喜入公民館

・親子でわくわく谷北自然体験 谷山北公民館

・楽しい園芸入門講座 吉田公民館

自然にふれる体験をとおして、生き
ものの恵みを感じられる機会を提供
します。

自然とふれあう機会の充実37

基本目標

(1)自然とふれあう
基本方針３

生物多様性の恵
みの活用

基本施策

自然観察会や農林水産業体験等、自然体験の機会の提供、市民農園の提供



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

【親子ふれあいシリーズ】
　・春の１DAYキャンプ
　・夏の１DAYキャンプ
　・親子でキャンプに挑戦
　・秋の１DAYキャンプ
　・冬の１DAYキャンプ
【わんぱくシリーズ】
　・わくわくアドベンチャーin桜島「夏のアウトドアチャレンジ」
　・ワイルドキッズ林間学舎
　・わくわくアドベンチャーin八重山「冬のアウトドアチャレンジ」
【施設開放シリーズ】
　・ちょこっとボランティア「森の美化プロジェクト＆薪拾い」

少年自然の家

【市民農園の開設・運営に対する支援】
・市民農園管理組合への助成（7農園・435区画）
・市民農園を開設する農家への支援（4農園105区画）
・栽培講習会の開催（年2回）

農政総務課

【収穫体験】
　・親子茶つみ体験（4月）
　・タマネギ収穫体験（5月）
　・ウメ収穫体験(5月)
　・ブルーベリー収穫体験（7月）
　・じゃがいも収穫体験（11月）
　・キンカン収穫体験（12月、1月）
【市民農園の貸出】
　〔貸出区画数〕820区画
　・家族用区画：766区画
　・団体用区画：44区画
　・車いす用区画：10区画
【四季の花園の管理】
　春：ナノハナ、夏：ヒマワリ、秋：コスモス
【水生植物園の管理】
　スイレン、大賀ハス、花ショウブ　等

都市農業センター

・ファミリーアドベンチャーinいおうじま（1回）
・宮川野外活動センター自主事業（3回）

青少年課

・よしだ農土風体験事業（本名川川遊びコース）（7月） 吉田支所総務市民課

緑に関するイベントの開催

・錦江湾公園はなまつりの開催（5月）
・鹿児島中央駅前広場等の立体花壇デザイン募集
・ふれあい園芸教室の開催（5月、10月）
・花と緑の相談所の設置（月1回）
・ホタルを見る夕べの開催（健康の森公園）
・ホタルの観察会（ふれあいスポーツランド）
・ホタル&カブトムシ飼育体験教室（健康の森公園）

公園緑化課

海水浴場の管理運営 ・磯海水浴場、生見海水浴場、レインボービーチの開設 スポーツ課

学校における農業体験学習の実施
・総合的な学習の時間等で、体験を伴った農業体験学習等を学校の実態に応じて取り
入れるよう学校訪問や研修会等で指導を行った。

学校教育課

自然観察の手引きの作成 ・自然観察の手引きの検討 環境保全課

基本目標 基本施策

自然観察会や農林水産業体験等、自然体験の機会の提供、市民農園の提供

37
基本方針３

生物多様性の恵
みの活用

(1)自然とふれあう 自然とふれあう機会の充実
自然にふれる体験をとおして、生き
ものの恵みを感じられる機会を提供
します。



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

かごしま自然百選や自然遊歩道等の周知と活用

・かごしま自然百選ガイドブックの配布
・自然遊歩道イラストマップの配布
・市民のひろばでの広報
・かごしま環境未来館講座「かごしま自然百選バスツアー」

環境保全課

・動物園における種の保存を目的とする世界的なイベントへの参加
・動物園での希少動物の飼育展示
・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示
・水族館での希少動物の飼育展示
・水族館での希少動物の生態解明に関する調査の実施

観光振興課（動物園、水族館）

・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示
・市民生きもの調査による情報収集

環境保全課

・「世界ペンギンの日」等10日間実施
・飼育係のお話（毎月）
・飼育の日
・サマースクール（小学生）
・大人のための飼育体験教室（高校生以上）
・飼育体験教室（小学生以上）
・野鳥観察会
・動物公園ふしぎ探検隊
・ねんどで動物をつくろう
・羊毛工作教室
・動物の鳴き声クイズ大会
・巣箱づくり教室
・国際博物館の日イベント
・愛鳥週間イベント
・にくの日イベント（29日）
・動物愛護児童作文コンクール
・1日園長
・動物慰霊祭
・えさ作り・えさやり体験
・五位野川生き物観察会
・ボルネオ保全ワークショップ「ボルネオって知ってる？」
・地球環境ミニシンポジウム

観光振興課（動物園）

・来館者特典での触れ合い体験および間近観察の実施(水族館)
・ワクワクきびなご塾
・いおっ子海っ子体験塾
・水族館アクアラボ
・特別企画展
・いおの日イベント
・生きもの講座
・SDGsクイズラリー
・4園館合同企画「私たちが守るウミガメのふるさと」
・鹿児島のサメを調べる～サメの解剖教室
・自由研究応援イベント
・SDGsパネル展示
・ジンベエザメの食事をまじかで見よう
・トワイライトアクアリウム
・バックヤード一般公開
・ピラルクーに餌やり体験
・かごしま水族館ガイドツアー
・紙粘土で生きものを作ろう
・サンゴ繫殖センター
・ウミウシ研究所
・体験！一日飼育係

観光振興課（水族館）

（再掲）
・生物多様性ワークショップの開催
・ウミガメ講座の開催

環境保全課

野生生物の生態や共存の方法等の周知
・野生生物の対処方法に関するチラシの配布やホームページへの掲出
・市内小学校、市立保育園、市立幼稚園への周知

環境保全課

・環境未来館内での施設展示 かごしま環境未来館

・生物多様性保全につながる環境ラベル等の情報収集 環境保全課

国際生物多様性の日を契機とした普及啓発事業の展開  ・普及啓発チラシの作成・生物多様性パネル展の開催 環境保全課

生物多様性の保全に関する活動・研究発表会の開催

【地域まるごと共育講座】
・松元ダム外来魚駆除体験
　※令和4年度は新型コロナウイルス感染症の影響で中止
・夏の「岳の池」生きもの観察会
・絶滅危惧種ハクセンシオマネキのすむ干潟を調べよう
・里海探検隊！～海のアマモと生き物観察～
・石橋記念公園探鳥会
【環境活動発表交流会内での事例発表】

かごしま環境未来館

生物多様性に関するイベント等の情報の一元発信 ・生物多様性に関するイベント等の情報の一元発信の検討 環境保全課

インターネット環境を利用した情報発信（SNSの活用等） ・かごしま生きものラボインスタグラム、Facebookの管理運営 環境保全課

生物多様性学習教材「かごしま生きものラボ」を活用した情報発信 ・「生きものクイズ」の掲載やかごしま自然百選の紹介 環境保全課

学校等教育機関向けの情報発信 ・「かごしま生きものラボ」ウェブサイト等の活用例の周知 環境保全課

普及啓発ツールの作成 ・普及啓発ツールの検討 環境保全課

・自然や生き物に関する図書の配置及び企画展の開催 図書館

環境未来館の環境図書カフェの運営 かごしま環境未来館

基本目標 基本施策

生物多様性に関する情報の発信
（再掲）

集積した情報を市民などに分かりや
すく提供し、自然とのふれあいや生
物多様性に関する理解の促進を図
ります。

生物多様性関連図書の整備

生物多様性保全につながる環境ラベル等の周知

39

貴重な生きもの等に触れる機会の提供

38

基本方針３
生物多様性の恵

みの活用

貴重な生きもの等についての情報の収集・発信

生態系や生きものの価値の共有
（再掲）

本市の素晴らしい自然や貴重な生
きもの等について、情報収集すると
ともに、広く周知することにより、市
民等とその価値を共有します。

(1)自然とふれあう



基本方針 内容 事業例 令和４年度実績 関係課

・ホームページ等による郷土料理、地産地消レシピの紹介
・市民のひろばへの地元の旬の食材を使用したレシピの掲載
・関係団体等の食育実践活動への支援、助言
・食育教室
・プラスワン講座

保健政策課

・郷土料理、日本の伝統食、四季の行事食、旬の素材を使った季節料理の提供
・「かごしまをまるごと味わう学校給食」週間（1月）の設定

保健体育課

・郷土料理、日本の伝統食、四季の行事食、旬の素材を使った季節料理の提供（再掲）
・「かごしまをまるごと味わう学校給食」週間（1月）の設定（再掲）

保健体育課

・市内産農林水産物旬のキャンペーン
・食の産地交流会
・暮れの市
・茶消費拡大対策

生産流通課

伝統行事の普及
・鯉のぼり飾り、七夕飾り、子ども教室「ミニかぶとづくり」、「ミニ灯籠づくり」、「正月飾り
しめ縄づくり」、「ひな人形づくり」などのイベント、体験学習の開催

ふるさと考古歴史館

・生物多様性に配慮した製品等の認証制度等に関する情報の取集及び提供 環境保全課

・環境に配慮した商品やサービスについて情報提供 環境政策課

・３Rの推進に係るPR事業や分別説明会等の実施 資源政策課

・小・中学生向け学習資料の作成・配付 消費生活センター

・環境未来館内での施設展示 かごしま環境未来館

・生物多様性保全につながる環境ラベル等の情報収集 環境保全課

【市電軌道敷緑化の維持保全】（再掲）
・道路併用軌道区間の軌道敷緑化の維持管理
・電停部緑化の維持管理
【街路樹、公園樹の管理・育成】（再掲）
・街路樹及び花壇の維持管理
（街路樹維持管理業務委託：24件、花壇の維持管理業務委託：13件）
・街路樹の整備改良：小松原山田線ほか4線
・街路樹隆起根等処理：要望があった箇所に対応
[準用河川等の維持管理］

公園緑化課、道路建設課、谷山建設課、河川港湾課

・街路樹隆起根等処理：要望があった箇所に対応 農地整備課、谷山農林課

未利用資源などを活かした新商品開発の支援

・メイドインかごしま支援事業補助金（新製品等支援事業）
・環境、ヘルスケア等の成長分野での新たな事業展開に取り組む市内企業に対する、
補助金の交付を通じた事業化支援
・かごしまの豊かな農林水産資源や食品加工技術を活かしたこだわりのある新商品開
発に取り組む食品関連事業者等への補助金交付を通じた支援
・商品開発ハンズオン支援の実施
・新商品開発入門セミナーの開催

産業創出課、産業支援課

商品のブランド化や各種認証等の支援 ・メイドインかごしま支援事業補助金（経営力強化事業） 産業支援課

・「新島利活用策」の再検討
・ホームページやマップ等による情報の発信

観光プロモーション課

【桜島・錦江湾ジオパーク活動の推進】
　・ジオツアー（2回）、ジオ講座（17回）等の開催
【観光農業公園による自然体験】
　・ネイチャーゲーム（通年）
　・農業体験（通年）
【グリーン・ツーリズムの推進】
　・農家民宿・農家民泊の利用促進
　・農作業体験等学習の支援
　・棚田保全支援（１団体、300千円）
　・グリーンツーリズム日帰り体験ツアー
　・ガイドブックの発行
　・漁業体験イベント

世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課

６次産業化と農商工連携の推進
・かごしまの豊かな農林水産資源や食品加工技術を活かしたこだわりのある新商品開
発に取り組む食品関連事業者等への補助金交付を通じた支援【再掲】

産業創出課、生産流通課

各ツーリズムの担い手の養成
【グリーン・ツーリズムの推進】
　・グリーン・ツーリズム活動団体等の登録
　・グリーン・ツーリズム登録団体等への助成

世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課

新たな価値を生み出す人材やものづくりの担い手の育成
・竹工芸技能者育成講座
・デザインコンテストの開催
・クリエイティブ人材育成セミナーの開催

産業創出課、産業支援課

鹿児島の自然や農産物・伝統工芸品の魅力の発信

・特産品ガイドマップの作成・配布
【生産流通課】(再掲)
・市内産農林水産物旬のキャンペーン
・食の産地交流会
・暮れの市
・茶消費拡大対策

産業支援課、生産流通課

販路開拓・拡大に向けた取組促進
・伝統的工芸品産業の販路拡大支援
・メイドインかごしま支援事業（販路拡大推進事業・商談会等出展及び開催支援事業）

産業政策課、産業支援課

基本目標 基本施策

(3)観光・産業資源として活かす

観光や産業に活かす魅力の発掘

グリーンインフラの活用と適正な管
理の実施

街づくりにグリーンインフラの考え方
を取り入れ、快適で自然に優しい地
域作りを進めます。

グリーンインフラとしての機能の活用と導入の検討

グリーンツーリズム・ブルーツーリズム・エコツーリズム等ニューツーリズムの促進

観光・産業のさらなる活性化に向
け、人材育成や情報発信等により、
魅力を活かす仕組みを構築します。

鹿児島らしい生物多様性の恵みを
資源として活用し、観光・産業振興
につなげます。

(2)暮らしに活かす

魅力を活かす仕組みの構築

42

43

40

41

生物多様性の恵みと持続可能な利
用の啓発

日々の暮らしの中で生物多様性の
恵みを実感し、持続可能な利用によ
り、豊かなライフスタイルを実現しま
す。

生物多様性保全につながる環境ラベル等の周知（再掲）

環境に配慮した消費行動の啓発

食育の推進

地産地消の推進

基本方針３
生物多様性の恵

みの活用


